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（
移
転
し
た
上
差
し
押
さ
え
た
記
録
媒
体
の
交
付
等
）

第
二
百
二
十
二
条
の
二

委
員
会
職
員
は
、
第
二
百
十
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
移
転
し
、
又
は
移

転
さ
せ
た
上
差
し
押
さ
え
た
記
録
媒
体
に
つ
い
て
留
置
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
差
押
え
を
受
け

た
者
と
当
該
記
録
媒
体
の
所
有
者
、
所
持
者
又
は
保
管
者
と
が
異
な
る
と
き
は
、
当
該
差
押
え
を
受
け
た
者
に
対

し
、
当
該
記
録
媒
体
を
交
付
し
、
又
は
当
該
電
磁
的
記
録
の
複
写
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
又
は
複
写
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
か
ら
六
月
を
経
過
し
て
も
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
交
付
又
は
複
写
の
請
求
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
交
付
を
し
、
又
は
複
写
を
さ
せ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
鑑
定
等
の
嘱
託
）

第
二
百
二
十
二
条
の
三

委
員
会
職
員
は
、
犯
則
事
件
を
調
査
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
学
識
経
験
を
有
す

る
者
に
領
置
物
件
、
差
押
物
件
若
し
く
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
に
つ
い
て
の
鑑
定
を
嘱
託
し
、
又
は
通
訳
若
し

く
は
翻
訳
を
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
鑑
定
の
嘱
託
を
受
け
た
者
（
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
鑑
定
人
」
と
い
う
。）は
、

委
員
会
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
の
裁
判
官
の
許
可
を
受
け
て
、
当
該
鑑
定
に
係
る

物
件
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
許
可
の
請
求
は
、
委
員
会
職
員
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、
当
該
請
求
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
犯
則
嫌
疑
者
の

氏
名
（
法
人
に
つ
い
て
は
、
名
称
）、
罪
名
、
破
壊
す
べ
き
物
件
及
び
鑑
定
人
の
氏
名
並
び
に
請
求
者
の
官
職
及

び
氏
名
、
有
効
期
間
、
そ
の
期
間
経
過
後
は
執
行
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
、
交
付
の
年
月
日
並
び
に
裁
判
所
名
を
記
載
し
、
自
己
の
記
名
押
印
し
た
許
可
状
を
委
員
会
職
員
に
交
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

鑑
定
人
は
、
第
二
項
の
処
分
を
受
け
る
者
に
前
項
の
許
可
状
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
百
十
一
条
中
「
委
員
会
」
を
「
第
二
百
十
一
条
第
一
項
中
「
委
員
会
の
」に
、

「
財
務
支
局
」
と
、
前
二
条
」
を
「
財
務
支
局
の
」
と
、
第
二
百
二
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
財
務
支
局
長
」と
」

の
下
に
「
、
第
二
百
二
十
二
条
の
三
第
二
項
中
「
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
前
項
の
委
員
会
職
員
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
局
等
職
員
の
所
属
す
る
財
務
局
又
は
財
務
支

局
」
と
、
前
条
中
「
委
員
会
に
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
に
」
と
」
を
加
え
る
。

第
二
百
二
十
六
条
第
一
項
中
「
又
は
差
押
物
件
」
を
「
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
」
に
、「
又
は
差

押
目
録
」
を
「
、
差
押
目
録
又
は
記
録
命
令
付
差
押
目
録
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
又
は
差
押
物

件
」
を
「
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
」
に
改
め
る
。

（
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
六
号
中
「
該
当
す
る
も
の
」
の
下
に
「
並
び
に
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す

る
も
の
」
を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
暗
号
資
産

第
三
条
第
三
項
中
「
物
又
は
権
利
」
及
び
「
物
若
し
く
は
権
利
」
を
「
財
産
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中

「
額
を
」
を
「
金
銭
の
額
（
当
該
金
融
商
品
の
販
売
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
顧
客
の
預
託
す
べ
き
金
銭
以
外

の
財
産
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
保
証
金
相
当
物
」と
い
う
。）が
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
額
に
当
該
保
証
金
相
当
物
の
市
場
価
額
（
市
場
価
額
が
な
い
と
き
は
、
処
分
推
定
価
額
）
の
合
計
額
を

加
え
た
額
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
保
証
金
」
の
下
に

「
の
金
銭
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
第
三
号
中
「
前
条
第
一
項
第
六
号
イ
に
掲
げ
る
行
為
」
を
「
前
条
第
一
項
第
六

号
に
掲
げ
る
行
為
（
同
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
前
条
第
一
項
第
六
号
ロ
に
掲
げ

る
行
為
」
を
「
前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為
（
同
号
ロ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
中
第
六
号

を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為
（
同
号
ハ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
に
規
定
す

る
暗
号
資
産
に
表
示
さ
れ
る
権
利
の
内
容
（
当
該
権
利
が
存
在
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）
及
び
当
該
行
為
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
顧
客
が
負
う
こ
と
と
な
る
義
務
の
内
容

第
六
条
第
二
項
中
「
物
若
し
く
は
権
利
」
及
び
「
物
又
は
権
利
」
を
「
財
産
」
に
改
め
る
。

（
農
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
及
び
第
五
項
中
「
に
規
定
す
る
事
業
」
を
「
の
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
八
号
中
「
主
務

大
臣
の
」
を
「
主
務
大
臣
が
」
に
、「
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
の
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
か

ら
第
十
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
の
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
二
号
中
「
同
項
各
号
」

を
「
当
該
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
項
本
文
中
「
同
項
各
号
」
を
「
当
該
各
号
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中

「
及
び
第
八
項
」
を
「
、
第
八
項
及
び
第
二
十
四
項
」
に
、「
同
項
各
号
」
を
「
当
該
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十

項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
三
項
中
「
及
び
第
七
項
」
を
「
、
第
七
項
及
び
次
項
」
に
、「
他
の
事
業
」

を
「
、
他
の
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
他
の
」
を
「
、
他
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
一
項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
農
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、
組
合
員
の
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

一

組
合
員
か
ら
取
得
し
た
当
該
組
合
員
に
関
す
る
情
報
を
当
該
組
合
員
の
同
意
を
得
て
第
三
者
に
提
供
す
る
事

業
そ
の
他
当
該
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
保
有
す
る
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
当
該
農
業

協
同
組
合
連
合
会
の
行
う
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
事
業
の
高
度
化
又
は
当
該
農
業
協
同
組
合
連
合

会
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
も
の

二

前
号
の
事
業
に
附
帯
す
る
事
業

第
十
一
条
第
二
項
中
「
及
び
第
七
項
」
を
「
、
第
七
項
及
び
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

（
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
七
条
第
四
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

所
属
員
か
ら
取
得
し
た
当
該
所
属
員
に
関
す
る
情
報
を
当
該
所
属
員
の
同
意
を
得
て
第
三
者
に
提
供
す
る

事
業
そ
の
他
当
該
連
合
会
の
保
有
す
る
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
当
該
連
合
会
の
行
う
第

一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
事
業
の
高
度
化
又
は
当
該
連
合
会
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
も
の

第
八
十
七
条
第
九
項
た
だ
し
書
中
「
及
び
第
十
二
号
」
を
「
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
三
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

所
属
員
か
ら
取
得
し
た
当
該
所
属
員
に
関
す
る
情
報
を
当
該
所
属
員
の
同
意
を
得
て
第
三
者
に
提
供
す
る

事
業
そ
の
他
当
該
連
合
会
の
保
有
す
る
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
当
該
連
合
会
の
行
う
第

一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
事
業
の
高
度
化
又
は
当
該
連
合
会
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
も
の

第
九
十
七
条
第
七
項
た
だ
し
書
中
「
及
び
第
十
二
号
」
を
「
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
八
第
二
項
第
十
二
号
中
「
内
閣
総
理
大
臣
の
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
が
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
の

二
、
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
及
び
第
二
十
二
号
中
「
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
の
事
業
」
に
改
め
、
同
項
中
第

二
十
三
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
二
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
三

組
合
員
か
ら
取
得
し
た
当
該
組
合
員
に
関
す
る
情
報
を
当
該
組
合
員
の
同
意
を
得
て
第
三
者
に
提
供
す

る
事
業
そ
の
他
当
該
信
用
協
同
組
合
の
保
有
す
る
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
当
該
信
用
協

同
組
合
の
行
う
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
事
業
の
高
度
化
又
は
当
該
信
用
協
同
組
合
の
利
用
者
の
利
便

の
向
上
に
資
す
る
も
の

第
九
条
の
八
第
七
項
中
「
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
の
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
項
各
号
」
を
「
当
該

各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
の
事
業
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
九
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
に
規
定
す
る
事
業
」
を
「
の
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項

第
一
号
中
「
及
び
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
」
を「
、
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
及
び
第
二
十
四
号
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
の
二
中
「
内
閣
総
理
大
臣
の
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
が
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
の
四
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
五

所
属
員
か
ら
取
得
し
た
当
該
所
属
員
に
関
す
る
情
報
を
当
該
所
属
員
の
同
意
を
得
て
第
三
者
に
提
供
す

る
事
業
そ
の
他
当
該
協
同
組
合
連
合
会
の
保
有
す
る
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
当
該
協
同

組
合
連
合
会
の
行
う
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
事
業
の
高
度
化
又
は
当
該
協
同
組
合
連
合
会
の
利
用

者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
も
の

第
九
条
の
九
第
六
項
第
三
号
中
「
同
項
各
号
」
を
「
当
該
各
号
」
に
改
め
る
。
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